
 

 

 

 

 

 

港区基本計画・赤坂地区版計画書策定に向けた 

提言書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤坂・青山地区タウンミーティング 

赤坂地区版計画推進分科会 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

は じ め に 

 

 本書は、令和３年度からの「港区基本計画・赤坂地区版計画書」策定に向け、私たち、区

民参画組織「赤坂・青山地区タウンミーティング赤坂地区版計画推進分科会」が、赤坂地区

の現状や課題及びその解決の方策等について議論し、その結果を区への「提言」として取り

まとめたものです。 

 

 提言にあたっては、17名のメンバーで約 1年間、計 11回の分科会の開催を重ね、検討を

行いました。多世代・多様なメンバーが参加し、様々な意見を戦わせた結果、大変有意義な

会になったのではないかと考えております。なお、分科会で出された意見は「資料編（P.29

～）」に掲載しております。計画書の策定に当たってはこの意見についても十分に活用して

いただくようお願い申し上げます。 

 

 提言は、「かがやくまち」、「にぎわうまち」、「はぐくむまち」の３分野に分けてそれぞれ

議論を行い、出された意見を仕分け、絞り込み作業を行い、その結果を現行の赤坂地区版計

画書の施策の体系に沿って示しております（P.６～23）。 

 

 また、分野ごとに議論した中で、すべての分野を横断して出された課題については、「実

現をめざして」という形で、（P.24～）に掲載しています。これらは、これまで議論してき

た項目に共通する課題であり、区民の抱える喫緊の課題だとご理解いただき、計画書の策定

に取り組んでいただければと思います。 

 

 今回の提言が、現在、そして今後の赤坂・青山地域の課題解決に向けた政策および地域事

業の発展に寄与することを願っております。 

 

 

赤坂・青山地区タウンミーティング 

赤 坂 地 区 版 計 画 推 進 分 科 会 

座長  堀  裕典  
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第１章 提言書の概要 
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１ 提言の目的  
本提言は、「港区基本計画・赤坂地区版計画書」の改定にあたり、地域住民の視点から

事業を検証・評価し、地域住民の意向や地域の課題・ニーズに、より応えることのでき

る内容に発展させるためのものです。 

提言の策定にあたっては、公募および無作為抽出で選ばれた赤坂地区内の在住・在勤

者等が赤坂地区版計画推進分科会のメンバーとなり、意見を交わしてきました。赤坂地

区総合支所においては、本提言を地域住民の意向ととらえ、赤坂地区版計画書の策定に

おいて参照していくことが望まれます。 

２ 提言作成までの流れ 
第１回、第２回分科会では事務局からオリエンテーションとして、現行計画の概要や施

策の進捗状況、政策動向等について説明が行われました。 

第３回分科会では学識者を招いて勉強会を開催しました。 

第４回から第９回分科会では２グループに分かれて現行計画の「かがやくまち」、「にぎ

わうまち」、「はぐくむまち」の３分野を軸に現状と課題、提言の方向性について議論を行

いました。 

第 10回、第 11回分科会では第９回分科会までの議論をまとめた提言書（案）を基に議

論を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

分科会メンバーによる検討 

提言式（３月） 

現状と課題 
（第４回～第６回） 

提言の方向性の整理 
（第７回～第９回） 

分科会メンバーによる提言の取りまとめ 
（メンバー全員によるすり合わせ） 

行政による情報提供 
（現行計画、施策の進捗、政策動向等） 

かがやくまち にぎわうまち はぐくむまち 

勉強会（Ｐ.32参照） 

第１回 
～ 

第２回 

第３回 

第４回 
 
～ 
 

第９回 

第 10回 
第 11回 

提言書（案）の作成 

２グループに分かれて議論したのち 
メンバー全体で共有 

２グループに分かれて議論したのち 
メンバー全体で共有 
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第２章 
各分野における提言 

  



第２章 各分野における提言 
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１ かがやくまち分野における提言 

（１）かがやくまち分野における分科会の議論の整理  
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（２）「かがやくまち」分野 提言のまとめ 

分野の課題とアイディアをもとに、以下のとおり提言にまとめました。 

 

提言１ 安全・安心のやさしいまちづくり、みちづくりの推進 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

説 明 
 

 は、提言の主体を表しています。 
 

    港区（行政）       赤坂・青山地域の在住、在勤、在学者 

    町会・自治会等の地域活動団体    民間事業者 
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提言２ 公園、まちの美化に関する取組の拡充 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

説 明 
 

 は、提言の主体を表しています。 
 

    港区（行政）       赤坂・青山地域の在住、在勤、在学者 

    町会・自治会等の地域活動団体    民間事業者 
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提言３ 防犯、防災に強いまちづくりの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

説 明 
 

 は、提言の主体を表しています。 
 

    港区（行政）       赤坂・青山地域の在住、在勤、在学者 

    町会・自治会等の地域活動団体    民間事業者 
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（３）かがやくまちの議論であげられた意見 

①Ａグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②Ｂグループ 

 

 

 

犯罪対策は区と住民が主体に取り組んでいけるとよい。
死角や暗い裏道に人の目を集める対策が重要だろう。防
犯カメラや街灯の設置のほか、防犯設備士など専門家の
意見を取り入れる機会を設けていくことも重要。 

公園の環境については、バリアフリー化が不十分であ
ることに対して改善していけるとよい。防犯面について
も安全・安心できる環境になるとよい。 
防犯や魅力向上のために照明デザイナーをいれて環境

を改善していくことも考えてほしい。 

防災については、停電対策や停電による情報不足への対応が重要だろう。防災無線だ
けでなく、様々な手段で情報を行き渡らせることが大切なのではないか。また、防災無
線が聞き取りづらいことも改善していけるとよいという意見もあった。 
災害時発生時に想定されている帰宅困難者への対策や、エレベーターの閉じ込め対策

などについて十分な体制を整備していくことも重要だと思う。 

街中の看板は減らしていけるとよい。地面にＱＲコー

ド埋め込むなど地域の情報を整理・見える化してはどう

か。 
歩道はマナーの啓発も重要だが、自転車が猛烈なスピ

ードで走行して危険である。自転車専用レーンをつくる
ことで改善できるのではないか。 

安全に歩けるまちづくりのために歩道を整備しバリア
フリー化も進めてほしい。また、最終的なビジョンを明
確にして区民と共有しながら効果的な整備を進めてほし
い。 
道路の損傷等に気づいた住民が情報を共有するアプリ

などのツールを開発できるとよい。情報を集める窓口を
明確にするとともに、意見を通しやすいしくみも整備さ
れていくとよい。 

まちをきれいに保つためには看板を出す側の状況も理解していく必要があるだ
ろう。看板に代わる情報発信の手段を提示できれば新たな展開も期待できるだろ
う。 
景観、パトロールは継続的に実施していくこと、ごみはごみ箱に捨てるという周

知を一層徹底していけるよう新たなツールを構築できるとよい。 
 



第２章 各分野における提言 
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２ にぎわうまち分野における提言 

（１）にぎわうまち分野における分科会の議論の整理 
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（２）「にぎわうまち」分野 提言のまとめ  

 

 

提言１ コミュニティへの関心を喚起する情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

説 明 
 

 は、提言の主体を表しています。 
 

    港区（行政）       赤坂・青山地域の在住、在勤、在学者 

    町会・自治会等の地域活動団体    民間事業者 
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提言２ 町会・自治会等と連携した交流の場や機会の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

説 明 
 

 は、提言の主体を表しています。 
 

    港区（行政）       赤坂・青山地域の在住、在勤、在学者 

    町会・自治会等の地域活動団体    民間事業者 



第２章 各分野における提言 
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提言３ 地域の歴史・文化への関心喚起 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

説 明 
 

 は、提言の主体を表しています。 
 

    港区（行政）       赤坂・青山地域の在住、在勤、在学者 

    町会・自治会等の地域活動団体    民間事業者  
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（３）にぎわうまちの議論であげられた意見 

①Ａグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②Ｂグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤坂・青山での生活を楽しんだり、コミュニティが活
性化するための情報発信をより一層充実することができ
れば計画全体に大きな好い影響があるだろう。災害時に
も情報が行き渡りやすくなるだろう。 

 

既に色々な対策がとられているのに、それがなぜ広まら
ないのか。新しいアイディアは今後も継続して実現に向
けて取り組んでいってほしい。 
 

メールアドレス等の連絡先をとりまとめ、地域の情報
がどのように伝わっているかを検証できるとよい。区だ
けでなく町会等の自分が住んでいる地域のコミュニテ
ィから直接情報が得られる環境を充実していくことが
重要だろう。 
生活に身近なところで誰でも気楽に足を運べる場が

あるとよい。セキュリティの管理を行い安心できる環境
とすることも重要である。 
 

地域団体の役職を任期制として、若い人の関心喚起や
アイディアの実現をしやすい環境をつくってはどうか。
新旧世代の交流を促すことで、地域のにぎわいを創出で
きるだろう。 

地域のにぎわい創出の中心は町会・自治会のコミュニ
ティが適切だろう。ビジョンを共有する上でも情報発信
が最も重要なテーマなのではないか。 
集合住宅の自治会や町会が地域交流の場や機会を充
実し、そこから情報発信を工夫していけたらよい。地域
でコミュニケーションが沢山とれるにぎやかな街を実
現していけるとよい。 

時代の変化に対応して新しい取組に進めていけるとよ
い。若い人の新しい考え方を地域のコミュニティに溶け
込ませていくという視点も重要だろう。 
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３ はぐくむまち分野における提言 

（１）はぐくむまち分野における分科会の議論の整理 
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（２）「はぐくむまち」分野 提言のまとめ  

 

 

提言１ 多世代間の交流機会のさらなる充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

説 明 
 

 は、提言の主体を表しています。 
 

    港区（行政）       赤坂・青山地域の在住、在勤、在学者 

    町会・自治会等の地域活動団体    民間事業者  
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提言２ 地域の人をつなぐ人材の育成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

説 明 
 

 は、提言の主体を表しています。 
 

    港区（行政）       赤坂・青山地域の在住、在勤、在学者 

    町会・自治会等の地域活動団体    民間事業者  
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提言３ 地域で学びを循環する機会の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

説 明 
 

 は、提言の主体を表しています。 
 

    港区（行政）       赤坂・青山地域の在住、在勤、在学者 

    町会・自治会等の地域活動団体    民間事業者  
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（３）はぐくむまちの議論であげられた意見 

①Ａグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②Ｂグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもだけではなく多世代で話を聞いて「こういう人
が近くに住んでいたんだ」と気づいたり知ったりするこ
とで地域に対する関心も増していくのではないか。話を
する側にとってもよい機会になるだろう。 
また、地域活動のコーディネーターがいるとより気軽
に参加しやすい雰囲気ができる。 
 

防災訓練を脱出ゲームとして考えて、子どもと高齢者
が助け合うことや外国籍の区民と英語のみでコミュニ
ケーションを行うことを条件とするなど、楽しみながら
交流し、学ぶ機会を作っていってはどうか。 
地域の情報は町丁目単位で、週に一度程度メールを活

用して発信していけるとよい。 
 

伝統と歴史がある赤坂地区において、昔のことを知りながら、例えば 200年後を見据え
て新しい伝統文化を創出していくことについても考えていけるとよい。住民ならではの視
点で区と協働して新しい文化を創出していくことは、まちの魅力向上にもつながってい
く。 

事業のコーディネートを誰がするのか、そこに住民は
参加できるのか、区民の意識を高めることや継続して参
加したいと感じられる情報発信は重要だろう。 

継続的な交流の機会をどのようにつくっていくかが重
要だろう。 
交流を促進する企画を推進する地域のリーダーの育成

と個人に負担がかかりすぎない工夫が必要だろう。そこ
を区がサポートしていくことで継続性が生まれるので
はないか。 

例えばスポーツイベントに対して区が場を提供できれ
ば交流を促進できるだろう。さらに区と連携してイベン
ト参加者を広く募集することができれば企画の実施だけ
でなく、新たな交流も生まれるのではないか。 



第２章 各分野における提言 
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４ 実現をめざして 

「かがやく」、「にぎわう」、「はぐくむ」の３分野で同様に議論が行われた内容を、

計画の実現をめざして取り組んでいくための２つの提言として以下のとおり取りまと

めました。 

 

提言１ 効果的な情報発信 

 

提言２ 地域の活動団体における若手人材の登用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

説 明 
 

 は、提言の主体を表しています。 
 

    港区（行政）       赤坂・青山地域の在住、在勤、在学者 

    町会・自治会等の地域活動団体    民間事業者  
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３ 分 野 の 
 

かがやくまち 

公園や街中の環境美化など、実際に利用する区民の立場から議論がなされ、行政にお

いては何を優先して取り組んでいくのか、そこに住民としてどうかけあっていくのかと

いうことを引き続き考えていく必要があると感じました。 

区と区民、事業者など様々な主体が協働して「安全・安心」「環境美化」といった取組

を進めていくことと合わせて、ハードの整備のあり方も考えていくことが、かがやくま

ちの施策を推進していく上で重要だといえます。 

 

にぎわうまち 

町会や区がコミュニティの場を充実していくとともに、区民の地域への関心を喚起し、

実際に足を運ぶきっかけとなる情報発信に一層力をいれていくことの重要性について活

発な議論がなされました。 

こうした情報発信とともに、地域で若手人材が活動できるしくみづくりや多世代が地

域に出ようと思えるような情報提供や交流のしくみづくりが、にぎわうまちの施策を推

進していく上で重要だといえます。 
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提 言 の 総 括 
 

はぐくむまち 

多世代や多国籍間の交流、地域における教育・学び合いという観点で議論がなされ、

地域において学びや交流をコーディネートできる人材の活用や育成に取り組む必要があ

ると感じました。 

学びやスポーツをツールとして捉え、地域の住民を継続的に巻き込んでいけるようコ

ーディネーターやリーダーといった人材を積極的に活用していくことが、はぐくむまち

の施策を推進していく上で重要だといえます。 

 

実現をめざして 

３分野の議論で共通して「いかに区の取組を効果的に区民に周知していくか」「地域の活

動にいかに若い世代を巻き込んでいくか」が重要ではないかという議論がなされました。 

情報発信については、ＩＣＴを活用し、特に普段から様々な情報にふれている若い世

代に効果的に情報提供する工夫を行うということとともに、高齢者にはデジタル・アナ

ログを適切に使い分けていくといった、世代ごとにアプローチを変えていく手法も重要

だといえます。 

また、若い世代の地域の活動の担い手となりやすい環境を充実していくには、既存の

地域団体が主体的に新たな人材登用のしくみを運用していくことが重要になります。こ

れには区が課題意識のある団体を支援していくことも重要だといえます。 



第３章 分科会の総括 
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１ 赤坂地区版計画推進分科会の概要 

（１）概要 

公募及び無作為抽出で選出したメンバ

ー17 名で構成され、会議は平日夜間に計

11 回開催されました。赤坂地区版計画書

に計上された地域事業の進捗状況及び課

題を把握し、次期計画を見据えた課題や

施策の方向性等について検討を行いまし

た。 

 

（２）分科会メンバー （五十音順） 

今井 鉄、植田 朋子、大塚 達也、大畑 敦嗣、川口 直哉、桑原 水枝、   

小松 峻、佐藤 友加里、関口 京子、橘 雅子、千葉山 泉、鳥居 静子、    

中西 寿一、濱﨑 真和、堀 裕典（座長）、吉田 祥子、リーダー アレキサン

ダー 

 

（３）分科会事務局  

赤坂地区総合支所 協働推進課 

 

 

  

【メンバーの内訳】 

   性別 
年代 男性 女性 計 

10～30代 ６ １ ７ 

40～50代 １ ２ ３ 

60代以上 ２ ５ ７ 

計 ９ ８ １７ 
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２ 開催経過 

 開催日 概要 

第１回 
平成 31年 

４月 24日（水） 

〇挨  拶       〇自己紹介 

〇オリエンテーション  〇事務連絡 

第２回 
令和元年 

５月 16日（木） 

〇オリエンテーション  〇質疑応答  

〇座長・副座長の選出  〇第４回以降の分科会日程について 

〇事務連絡 

第３回 
令和元年 

６月 17日（月） 

赤坂地区版計画推進分科会 勉強会 

演 題 「区民協働による地域課題の解決」 

講 師 坂倉 杏介 氏（東京都市大学 都市生活学部 准教授） 

第４回 
令和元年 

７月９日（火） 

〇分科会の進め方について 
・グループ討議の趣旨、ルール説明 
・「かがやくまち」分野の説明 
・「現状と課題」の説明 
〇グループ討議 
・「かがやくまち」分野の現状と課題の抽出 
・課題を解決するためのアイディアの検討 

第５回 
令和元年 

８月８日（木） 

〇分科会の進め方について 
・本日の進行について説明 
・「にぎわうまち」分野の説明 
・「現状と課題」の説明 
〇グループ討議 
・「にぎわう」分野の現状と課題の抽出 
・課題を解決するためのアイディアの検討 

第６回 
令和元年 

９月９日（月） 

〇分科会の進め方について 
・本日の進行について説明 
・「はぐくむまち」分野の説明 
・「現状と課題」の説明 
〇グループ討議 
・「はぐくむ」分野の現状と課題の抽出 
・課題を解決するためのアイディアの検討 

第７回 
令和元年 

10月８日（火） 

〇区民意識調査結果の報告 
〇分科会の進め方について 
〇グループ討議 
・「かがやくまち」分野の議論の整理 
・「かがやくまち」分野の提言内容の検討 

第８回 
令和元年 

11月 14日（木） 

〇分科会の進め方について 
〇グループ討議 
・「にぎわうまち」分野の議論の整理 
・「にぎわうまち」分野の提言内容の検討 

第９回 
令和元年 

12月９日（月） 

〇分科会の進め方について 

〇グループ討議 

・「はぐくむまち」分野の議論の整理 

・「はぐくむまち」分野の提言内容の検討 

第 10回 
令和２年 

１月 14日（火） 

〇分科会の進め方について 

〇提言書の確認 

〇まとめ 

第 11回 
令和２年 

２月 13日（木） 

〇分科会の進め方について 

〇提言書の確認 
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３ 勉強会 

（１）開催概要 

・日時  ：令和元年６月 17日（月） 18時 30分～20時 

・場所  ：赤坂地区総合支所 ４階 第１会議室 

・参加者  ：14名 

・講師  ：東京都市大学 都市生活学部 准教授  坂倉 杏介 氏 

略歴 

慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科修士課程修了。慶應義塾大学グローバルセ

キュリティ研究所特任講師を経て現職。多様な主体の相互作用によってつながりと活動

を創出する「コミュニティ・プラットフォーム」という視点から、コミュニティの形成

過程やワークショップの体験デザインを実践的に研究。地域コミュニティの拠点「芝の

家」や大学地域連携の人材育成事業「ご近所イノベーション学校」の運営などを通じて

港区のコミュニティ活性化事業を手がけるほか、地域づくりや企業におけるコミュニテ

ィ形成プロジェクトに多く携わる。三田の家ＬＬＰ代表。ＮＰＯ法人エイブル・アート・

ジャパン理事、ＮＰＯ法人多様性と境界に関する対話と表現の研究所副代表理事。 

 

（２）講演内容の概要 

「区民協働による地域課題の解決」をテーマに、ご専門であるコミュニティ論（コミ

ュニティマネジメント）の視点から講演いただきました。利便性の向上に伴い社会的孤

立が進展している現代の地域において、「協働プラットフォーム：人と人のつながりか

ら新しい価値を生み出す基盤」をつくることで地域課題の解決に取り組んでいる東京都、

神奈川県、徳島県内の事例を紹介いただきました。 

また、ご自身が住まれている港区の地域の事例をもとに、住民発意の取組の効果につ

いてご説明いただき、最後にまとめとして、「地域事業は自分を生かして地域を活かす

チャンス」「新しいつながりが新しい活動を生み出す」「安心して話しあえる環境づくり

をみんなでつくる」ことをご提示いただきました。 
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（３）質疑応答 

〇マンション開発等により赤坂地域の人口は増加している。これまで様々な活動をし

てきたが、新たに転入してきた住民は地域に関心がないように感じている。どのよ

うに巻き込んでいくとよいかアイディアを伺いたい。 

→新住民が無関心かどうかを疑うところからはじめられるとよい。これまでと同じ活

動をしていては、これまで通り、新住民を巻き込んでいけないだろう。興味を持っ

て参加してもらうまでのプロセスをデザインしていくことが重要だろう。地域の状

況や社会の構造は大きく変化している。新住民へのアプローチも新しい取組にどん

どんトライしていくことが重要だろう。 

 

〇２点ある。１点目、この分科会でもそうだと思うが、地域の人の課題意識は一人ひ

とりレベル感が異なると思う。また、支所でできること、区全体が取り組むこと、

東京都が取り組むことも異なると思う。こうした点をすり合わせて合意形成してい

くにあたり、ポイントはあるか。 

 ２点目、大学が関わらずに地域の取組を軌道に乗せている事例はあるか。 

→１点目について、多様なステークホルダーが関わることが重要である。分野やジャ

ンルを限定せずに人を巻き込んでいけるとよい。港区の分野別計画の位置づけは、

再度区から説明を受けたうえで、地区版計画でできることを議論していけるとよい

のではないか。 

 ２点目について、大学がはいらずに地域づくりに取り組んでいる事例はむしろ多く

ある。大学がはいることによるデメリットもある。 

 

〇個人が「やりたいこと」を起点に人を巻き込んでいくことは重要だと思うが、関わ

る人が増えるとゴールを共有できなくなることがあると感じている。 

→自分がやりたいことを起点にしつつ、地域のことを考えることを両立していくとス

ケールアップできるし、持続可能な取組になると思う。自分の将来に関わっている

という実感を持っている人ほど様々な活動を展開しているという事例もある。 

  

〇人との関わりを持ちたくないという人が多くいるという事実もあると思う。そうし

た人にアプローチしていくのか、それとも地域の取組に参加したいけど方法などが

わからない人にアプローチしていくのか。地域で人を巻き込んでいくのにどちらが

先にくるとよさそうか。 

→ケースバイケースだと思うが、地域の取組に参加したいけど方法などがわからない

人といった境界線上の人をコアメンバーに据えると、人的なコストなどは抑えてい

けると思う。しかし、無関心な人をまずは１人でも直接巻き込んでいくことも重要

である。当事者の生の声を聞きながらまずはその人をエンパワメントしていくこと

ができれば実態に即した活動になると思う。 
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〇地域の取組を推進していくうえでＩＴを活用している事例があれば教えてほしい。

もちろん直接顔を合わせて議論していくことが一番だと思うが、若い人も巻き込む

となると、この点は重要だと考えている。 

→地域ＳＮＳというものもある。ツールに振り回されてしまうと本末転倒だが、使い

こなそうという雰囲気をつくっていくことが重要だと感じている。 

 

〇赤坂地域では都市型人材の不足は切実な課題だと感じている。担い手となる地域住

民を巻き込んでいくアイディアを伺いたい。 

→全国的に担い手不足が叫ばれている。しかし港区は人口も増えており、若い人も多

くいる。これまでの取組にとらわれず新しい取組にトライしていくことで、新たな

人を巻き込んでいけると思う。 

 どんな人にどういう目的をもって関わってほしいかを整理していけるとよい。年齢

や障がいの有無に関わらず視野を広く持ってちょっと新しいことにどんどん挑戦し

ていけるとよい。近道はないと思う。 
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４ 区民意識調査 

（１）調査の概要 

①調査の目的 

港区赤坂地区総合支所が行う事業等について、赤坂・青山地域在住者の意見や要望を

把握して、令和元年度に作成する「赤坂・青山地区タウンミーティング 赤坂地区版計

画推進分科会による提言書」、令和２年度に予定される「港区基本計画・赤坂地区版計

画書」の策定に反映することを目的として実施しました。 

②調査の概要 

調査対象者 港区在住の 18歳以上の男女 1,500人 

抽出方法 住民基本台帳から単純無作為抽出 

調査地域 赤坂・青山地域 

調査期間 令和元年７月５日（金）～22日（月） 

調査方法 郵送法（郵送配付・回収、督促を兼ねた礼状ハガキ１回） 

回 収 数 452件 

回 収 率 30.1％ 

③調査項目 
１ ご自身について 

２ 赤坂地区における取組について 

３ あなたが生活する周辺の地域について 

④報告書の見方 
１ 図表中の「N」は、設問に対する回答者数を示しています。 

２ 集計は、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位までを表示しているため、 比

率（％）の合計が 100％にならない場合があります。 

３ 回答の比率（％）は、その設問の回答者数を基数として算出しています。そのた

め、複数回答の設問はすべての比率を合計すると 100％を超える場合があります。 

４ 本文や図表中の選択肢表記は、必要に応じて語句を短縮・簡略化しています。 
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（２）調査結果 

 １ ご自身について 

 問１ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

「女性」が 56.9％と最も多く、ついで「男性」が 41.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問２ あなたの年齢をお答えください。（○は１つ） 

「45～49歳」が 13.1％と最も多く、ついで「50～54歳」が 10.2％、「55～59歳」が

9.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性

41.8%

女性

56.9%

無回答

1.3%

N=452

18、19歳

0.9%

20～24歳

2.4%
25～29歳

4.0%

30～34歳

7.3%

35～39歳

6.6%

40～44歳

8.2%

45～49歳

13.1%

50～54歳

10.2%

55～59歳

9.3%

60～64歳

7.3%

65～69歳

7.3%

70～74歳

8.2%

75～79歳

6.0%

80歳以上

8.2%

無回答

1.1%

N=452
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自営業主・家族従業

14.6%

会社員・

団体職員・

公務員

41.4%

アルバイト・

パートタイマー

7.7%

家事専業

13.3%

学生

1.8%

無職

14.6%

その他

6.0%

無回答

0.7%

N=452

日本

94.2%

日本以外

3.3%

無回答

2.4%

N=452

 問３ あなたの国籍をお答えください。（ご回答は任意です。） 

「日本」が 94.2％と最も多く、ついで「日本以外」が 3.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問４ ご職業についてお答えください。（○は１つ） 

「会社員・団体職員・公務員」が 41.4％と最も多く、ついで「自営業主・家族従業」

が 14.6％、「無職」が 14.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問５ 現在お住まいの地域をお答えください。（○は１つ） 

「赤坂」が 48.7％と最も多く、ついで「南青山」が 39.8％、「北青山」が 9.3％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

元赤坂

1.5%

赤坂

48.7%
南青山

39.8%

北青山

9.3%

無回答

0.7%
N=452
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 問６ 家族構成についてお答えください。（○は１つ） 

「２世代（親と子）の世帯」が 42.3％と最も多く、ついで「夫婦のみの世帯」が 29.9％、

「単身世帯」が 21.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問７ 現在のお住まいについてお答えください。（○は１つ） 

「持家（マンション）」が 40.0％と最も多く、ついで「民間の賃貸マンション・アパ

ート」が 24.1％、「持家（一戸建）」が 18.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単身世帯

21.0%

夫婦のみ

の世帯

29.9%

２世代

（親と子）

の世帯

42.3%

３世代

（親と子、孫）

の世帯

3.8%

その他

2.4% 無回答

0.7%

N=452

持家

（一戸建）

18.1%

持家

（マンション）

40.0%

借家

（一戸建）

0.9%

民間の賃貸マンション・

アパート

24.1%

都営住宅・区営住宅・

区立住宅

8.2%

ＵＲ（旧公団）・

公社の賃貸住宅

0.4%

社宅・

公務員宿舎

5.5%

寮・寄宿舎・

住み込み・

間借り

0.7%

その他

1.3%

無回答

0.7%

N=452
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 問８ 現在の赤坂地区への通算居住年数についてお答えください。（○は１つ） 

「30年以上」が 23.5％と最も多く、ついで「10年以上 20年未満」が 20.4％、「５年

以上 10年未満」が 17.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問９ 赤坂地区の住みよさについてどのようにお考えですか。（○は１つ） 

「住みよい」が 46.7％と最も多く、ついで「まあまあ住みよい」が 33.2％、「普通」

が 11.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年未満

6.0%

１年以上３年未満

11.3%

３年以上５年未満

10.6%

５年以上10年未満

17.3%10年以上20年未満

20.4%

20年以上30年未満

10.6%

30年以上

23.5%

無回答

0.4%

N=452

住みよい

46.7%まあまあ

住みよい

33.2%

普通

11.3%

やや住みにくい

6.4%

住みにくい

2.0%
無回答

0.4%

N=452
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 問 10 知り合いや親戚に赤坂地区に訪れることをお勧めしたいと思います

か。（○は１つ） 

「お勧めしたい」が 54.9％と最も多く、ついで「どちらともいえない」が 37.8％、「お

勧めしたいと思わない」が 6.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お勧めしたい

54.9%

どちらとも

いえない

37.8%

お勧めしたいと

思わない

6.6%

無回答

0.7%

N=452
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 問 11 お勧めしたい具体的な場所とその理由をお答えください。 
 

 場所 件数 主な理由（原文ママ） 

１ 東京ミッドタウン 54 

・おしゃれで都会的であるから。 

・買い物もでき、公園でもゆっくりできるため。 

・季節ごと多くのイベントが有り家族皆で楽しめる広場、食事処が

有る。 

・夜も明るく安心、静か。スーパー色々、買い物困らない。 

・広すぎず緑があり落ち着いて買い物食事が楽しめる 

２ いちょう並木 14 

・緑の中を散歩したり、お茶を飲んだり、都心にいてゆったりした

時を過ごせる。 

・くつろげる、季節感がある、自然とふれあえる、都会の中の自然

だから安心感がある。 

・秋の紅葉がきれいだから。 

・美しい並木の景観。 

・のんびりできる。 

３ 表参道 11 

・明治神宮など活気がある。 

・世界から人が集まりファッション・食の中心地で活気があるから。 

・すてきなお店やレストランが多い。 

４ 南青山 10 

・利便性がよい。治安がよい。 

・住宅が多く静か。駅にもほぼ近い。 

・交通の便が良い、緑が多い。 

５ 神宮外苑 9 
・四季折々の風景、都の数少ない緑地、観光資源。 

・都心でありながらゆったりと過ごせる。 

６ 青山霊園 9 
・みどりが多くいやされるスポットが多いから。 

・静かで春は桜が綺麗だから。 

７ 檜町公園 9 
・芝生もあり広々としたゆとりのある空間なのですばらしい。 

・四季の移ろいを感じられるから。 

８ 赤坂サカス 8 
・イベントの際は、大人も子供も楽しめる為。 

・赤坂には落ちついた大人が楽しめる場所が多く魅力に溢れている。 

９ 氷川神社 8 
・静かでやすらげる。 

・都心のオアシス 

10 赤坂全域 7 
・赤坂という街を知ってもらいたい。 

・おいしい飲食店が多いため。 
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 問 12 地域・コミュニティにおける活動のうち、参加している活動について、

当てはまるもの全てに○を付けてください。 

「特に地域・コミュニティにおける活動に参加していない」が 56.6％と最も多く、つ

いで「地域（自治会・町会等）で開催される祭り、催事等への参加」が 16.6％、「スポ

ーツ・趣味・娯楽等」が 12.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問 13 港区では、区民により身近な場所で、多様な区民のニーズを把握し、

責任を持って地域の実情を踏まえた施策を展開していくため、平成 18

年 4月、「区役所・支所改革」により、芝、麻布、赤坂、高輪、芝浦

港南の５つの総合支所を設置しています。赤坂地区総合支所はご存知

でしたか。（○は１つ）  

「はい」が 87.4％と最も多く、ついで「いいえ」が 12.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.6 

12.4 

6.4 

5.5 

5.1 

4.2 

2.9 

56.6 

10.2 

0% 20% 40% 60%

N=452

地域（自治会・町会等）で開催される祭り、催事等への参加

スポーツ・趣味・娯楽等

町会・自治会の役員活動等（管理・運営）

その他の団体による活動

PTA活動

ボランティア・NPO・地域活動等

行政が主催するテーマ別のコミュニティ活動

特に地域・コミュニティにおける活動に参加していない

無回答

はい

87.4%

いいえ

12.4%

無回答

0.2%
N=452
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 問 14 赤坂地区総合支所では、地区の将来像の実現に向け、地域の魅力をよ

り高め、地域の課題や特性に応じて独自に取り組むべき「地域事業」

等を記載した「港区基本計画 赤坂地区版計画書」を作成しています。 

「港区基本計画 赤坂地区版計画書」はご存知でしたか。（○は１つ）  

「いいえ」が 89.4％と最も多く、ついで「はい」が 9.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

はい

9.7%

いいえ

89.4%

無回答

0.9%

N=452
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２ 赤坂地区における取組について 

 問 15 現在、赤坂地区総合支所では、赤坂地区版計画に基づき、独自に事業

（地域事業）を実施しています。別紙「赤坂地区総合支所が独自に取

り組む地域事業」をご参照いただき、各事業について、お考えに近い

項目を選んで○を付けてください。 

 

【期待】 

区民が取組を進めてほしいと感じる地域事業は「看板パトロール」が最も多く 68.8％、

ついで「赤坂・青山子ども中高生共育事業」が 64.4％、「高齢者ふれあい支援事業」が

59.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68.8 

42.0 

45.1 

55.5 

22.8 

59.1 

64.4 

41.8 

59.7 

41.4 

17.0 

38.3 

33.6 

26.3 

41.6 

25.0 

19.2 

35.4 

24.3 

34.3 

4.2 

8.2 

10.0 

7.3 

24.1 

4.6 

5.1 

11.1 

5.5 

13.5 

10.0 

11.5 

11.3 

10.8 

11.5 

11.3 

11.3 

11.7 

10.4 

10.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

看板パトロール

～置き看板ゼロ作戦～

地域デビューの集い

もっと知りたい赤坂・青山

赤坂・青山国際化プロジェクト

赤坂・青山マイホームタウンプロジェクト

よちよち子育て交流会

赤坂・青山子ども中高生共育（ともいく）事業

広げよう交流の輪

～全国連携を通した子どもたちの交流体験～

高齢者ふれあい支援事業

赤坂・青山シニアファッショニスタ

～自分らしく素敵に～

取組を

進めてほしい

どちらとも

いえない

取組を

進めてほしいとは

思わない

無回答
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【共感】 

区民が共感できると感じる地域事業は「看板パトロール」が最も多く 67.9％、ついで

「赤坂・青山子ども中高生共育事業」が 61.9％、「よちよち子育て交流会」が 59.5％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67.9 

41.2 

45.4 

55.3 

23.2 

59.5 

61.9 

39.8 

58.6 

40.7 

13.3 

34.3 

30.8 

21.9 

35.0 

20.4 

17.9 

33.8 

20.8 

30.3 

4.2 

8.0 

8.6 

7.3 

26.1 

4.9 

4.6 

11.1 

5.8 

13.7 

14.6 

16.6 

15.3 

15.5 

15.7 

15.3 

15.5 

15.3 

14.8 

15.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

看板パトロール

～置き看板ゼロ作戦～

地域デビューの集い

もっと知りたい赤坂・青山

赤坂・青山国際化プロジェクト

赤坂・青山マイホームタウンプロジェクト

よちよち子育て交流会

赤坂・青山子ども中高生共育（ともいく）事業

広げよう交流の輪

～全国連携を通した子どもたちの交流体験～

高齢者ふれあい支援事業

赤坂・青山シニアファッショニスタ

～自分らしく素敵に～

共感できる どちらとも

いえない

共感できない 無回答
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 問 16 赤坂地区の地域事業に関する計画づくりや実施について、参画したい

と思うものはありますか。当てはまるもの全てに○を付けてください。 

「参画したいと思う地域事業はない」が 41.8％と最も多く、ついで「赤坂・青山国際

化プロジェクト」が 15.5％、「もっと知りたい赤坂・青山」が 10.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問 17 問 16で、「参画したいと思う地域事業はない」とお答えになった方に

お聞きします。その理由はどのようなものですか。当てはまるもの全

てに○を付けてください。 

「時間がとれない」が 49.3％と最も多く、ついで「活動内容が身近なものではない」

が 23.4％、「活動を知らなかった」が 18.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

49.3 

23.4 

18.9 

14.9 

11.9 

10.0 

7.5 

10.4 

5.5 

0% 20% 40% 60%

N=201

時間がとれない

活動内容が身近なものではない

活動を知らなかった

活動に関心が無い

活動内容が分かり難い

他のメンバーと打ち解けられるか不安

参画の方法が分からない

その他

無回答

15.5 

10.8 

10.4 

10.0 

6.0 

6.0 

5.8 

5.5 

5.1 

4.0 

41.8 

15.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=452

赤坂・青山国際化プロジェクト

もっと知りたい赤坂・青山

高齢者ふれあい支援事業

赤坂・青山子ども中高生共育（ともいく）事業

赤坂・青山マイホームタウンプロジェクト

広げよう交流の輪～全国連携を通したこどもたちの交流体験～

よちよち子育て交流会

地域デビューの集い

赤坂・青山シニアファッショニスタ～自分らしく素敵に～

看板パトロール～置き看板ゼロ作戦～

参画したいと思う地域事業はない

無回答
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 問 18 区や赤坂地区総合支所からの住民参加の呼びかけとして、どのような

方法が適当であるとお考えですか。効果が高いと思うもの３つに○を

付けてください。 

「広報みなと」が 48.7％と最も多く、ついで「港区ホームページ」が 37.2％、「赤坂

地区総合支所が発行している地域情報紙「ＭＹタウン赤坂青山」」が 36.3％となってい

ます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ あなたが生活する周辺の地域について 

 問 19 近所の住民との近所づきあい・交流はどの程度ありますか。    

（○は１つ） 

「顔を合わせれば挨拶を交わす程度」が 47.3％と最も多く、ついで「近所づきあい・

交流はない」が 19.2％、「立ち話をする程度」が 16.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

互いに家を行き来し、

生活面で親しく協力し合い、

緊急時の連絡先を知る程度

7.5%

玄関先でお土産や

おすそわけをする程度

9.1%

立ち話をする程度

16.2%

顔を合わせれば

挨拶を交わす程度

47.3%

近所づきあい・

交流はない

19.2%

無回答

0.7%

N=452

48.7 

36.3 

9.7 

16.6 

7.3 

14.2 

6.6 

2.7 

37.2 

15.9 

25.4 

6.6 

11.7 

0% 20% 40% 60%

N=452

広報みなと

赤坂地区総合支所が発行している地域情報紙「ＭＹタウン赤坂青山」

回覧板

掲示板

知人から

タウン誌やミニコミ誌

町会・自治会などの団体の集まり

区役所に直接問合せ

港区ホームページ

区が発行している印刷物（パンフレット・ちらし等）

ＳＮＳ（Facebook、Twitter等）

その他

無回答
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 問 20 近所の方との信頼関係についてお答えください。（○は１つ） 

「あまり頼りにしていない」が 34.5％と最も多く、ついで「ある程度頼りにしている」

が 30.8％、「全く頼りにしていない」が 29.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問 21 お住まいの地域にとって課題とお考えになっていること、またお困り

になっていること、または必要性が高いとお考えの取組は何ですか。

当てはまるテーマ全てに○を付け、具体的なご意見をご記入ください。 

「まち・環境の美化」が 22.8％と最も多く、ついで「地域の防犯」が 21.0％、「商店

街・産業の活性化」が 19.9％となっています。 

  

頼りにしている

4.9%

ある程度

頼りにしている

30.8%

あまり頼りに

していない

34.5%

全く頼りに

していない

29.4%

無回答

0.4%
N=452

22.8 

21.0 

19.9 

19.2 

15.3 

14.6 

13.7 

13.5 

13.1 

12.2 

9.3 

7.3 

6.6 

6.2 

6.0 

4.9 

6.4 

29.4 

0% 10% 20% 30% 40%

N=452

まち・環境の美化

地域の防犯

商店街・産業の活性化

地域の防災

都市の再開発やまちづくり

高齢者施策

地域交通

子ども施策

環境保全・緑化

バリアフリー

地域コミュニティづくり

生涯学習・スポーツ

国際化

健康づくり・保健

障害者施策

歴史・文化

その他

無回答
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 問 22 最後に、赤坂地区総合支所の取組やその他の地域の課題についてなど、

ご意見がございましたら、ご自由にご記入ください。 
〈一部抜粋〉 

区、支所の取組について 

支所によく伺いますが、説明書類を取るのに時間がとてもかかり待たされます。職員を増やすなり、

もう少し手際良く出来ないのかと思います。ただ、案内係の女性職員の方はとても親切で気がきき、

いつも感心しています。 

赤坂地区の支所の取組みやその他の活動が在る事を知るチャンスが有りません。 

今までこんなに地域の取りくみがあるとは知りませんでした。とても好感がもてるものばかりでした。

ただ、路上喫煙への対策も行ってほしいです。あたり前の事を知らない方もいるので看板やマークで

知らせたり、取りしまってほしいです。そして公園の路上生活者も放置せずに対応して頂きたいです。

子供が遊びづらいですし、「何もしない区」というイメージをもたれます。少しずつ問題が解決して

より良い地域になればと思います。 

土曜日の営業をしてほしい。 

より住み易い地域への取組みをお願いします。 

何度かお伺いしますが対処が早く親切に対応して頂いております。 

商業地域と住民とがうまく折り合っているのか不安に思うこともあり、むしろ行政の施設を多地域に

配置して、融和が図れると良いと思う。 

南青山にも港区の行政サービスが利用できる施設があるべき（赤坂地区総合支所は遠くて不便なの

で）。 

いつも赤坂地区をきれいにすること、ありがとうございます。これからも、期待しております。宜し

くお願い致します。 

総合支所に転入届を提出に行った際の対応は良かったです。行政サービスはとても質の高いものだと

感じていますので、引き続き頑張っていただけたらと思います。 

赤坂地区総合支所の取組みについてはかねてから評価しています。更にがんばって下さい。 

あまり活動には参加していませんが、総合支所内のヘルシーナ活用させていただいてます。スポーツ

系の活動があってもいいかもしれないと思いました。また、取り組みは年配の方と子育て世代向けが

多い印象を受けました。Ｎｏ．８の共育事業は大人向けでもおもしろうそうと思いました。 

赤坂地区総合支所が取り組んでいただいている各地域事業はどれも大変すばらしいものと思います。

今後とも各事業の費用対効果をしっかりと確認していただき、フォローアップしていただきたいと思

います。 

今一つ、赤坂地区総合支所の顔が見えない。開かれた、又、住民にアピールする組織になっているの

か？ 

区役所窓口や手続きの電子化、効率化。健診のお知らせや、子育て関連の郵便物が多く煩雑。ハンコ

押印の廃止（申請時と同じハンコの使用は意味がない） 

住環境について 
アンケートをありがとうございます。赤坂は繁華街、ビジネス街、住居と兼ね備えており、バランス

が良い街で好きです。強いて言えば、スーパー等買物する場所が限られており、住み易い所ではない

ですね。とは言え、便利な立地で助かっています。これからも引き続きよろしくお願いします。 

大変住みやすい町ですが、買い物に大変不自由しています。犬の散歩する人がふえていますが、フン

の始末が出来ていない人がおおく、こまります。 

中学や小学校などのグラウンドを老若男女問わずもっと積極的に開放してほしい。 
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赤坂に住んで３年半になります。六丁目→九丁目で生活してきましたが、本当に住みやすく満足して

います。この街の魅力を維持し、さらに向上できる様がんばっていただきたいです。また私自身も本

年還暦をむかえましたので、ボランティア等で御協力させていただければと思います。 

ブランド街と住宅地が入り交った地域は他にはなく、他の高級住宅街と比較しても大変魅力的な街だ

と思います。きれいに整備されすぎた芝浦、雑多な赤坂、住宅だけの麻布といった地域は他にもあり

ます。青山の最高の雰囲気を持続させてほしい。 

いろんなことを工夫してやっていただいていると思います。しかし、身近なものがなく、参加できそ

うな取組もないので、だれもが参加できる習い事のようなものをふやしていただけたらと思います。

前にも書きましたが、暮らしていく上での食料品、衣料品などがかえる大型スーパーを作っていただ

きたい。飲食店も入れば、そこでの利用がふえると思います。土地柄もあると思いますが、そういう

施設も必要だと思います。買いものも電車に乗っていかないといけないのでとても不便です。あと、

防災について地震などの際の赤坂地区としての対策もすすめていただきたいと思います。実際に起き

た場合とても不安です。住民のほとんどが避難できる施設があるのか？など、もう１度くわしく細か

く対策をとっていただきたいです。よろしくお願い致します。 

歩きタバコをなくすような取組を希望します。 

外苑駅３出口前にあった喫煙場所がなくなり、タバコパトロールが歩く。きれいな街づくりも良いが、

生活する者の目線は無視されている。サラリーマンのタバコは路地スミに捨てられ、その掃除を居住

者がしている。「吸わせない」ではなく、一定の場所を設置し働く人と居住者の共存も考えるべきで

はないかと思う。 

広尾にある公園のように、ミニアスレチックがほしい。新宿中央公園ぐらいのものができれば最高で

す！！！安いスーパーマーケットがあればうれしいです！近所の方はとても優しく親切にあいさつし

てくださり、とても住みやすいです！高橋是清公園にうんていやジャングルジムがあると嬉しい。 

赤坂はほんとうに住み良く、秩序もとても良く、困ったりいやな思いはほとんどしません。最近放置

自転車も目につかず、歩行、運転にも危険がなくなっています。これは港区の職員様全員の「良くし

よう」と言う思いだと思います。日々の地域への思いに感謝しています。 

タバコの歩行しながらのポイすて。禁煙はまもられていない。とにかくゴミをあちこちに置きすて、

ほんとうにきたない。ハトやのらネコにえさをあげると、その場所に居つくのでやめてほしい。 

道中の椅子が少ない。坂が多いからもっと歩きやすい方法があれば助かる。 

 

まちづくりについて 
新築のビル等には、緑地帯の設置、ソーラーシステムの設置を義務づける。 

赤坂、青山地区はちょっと特殊な地区だと思います。この街とくらべられる所は世界を探してもない

と思います。唯一無二の街だと思うし、これからさらにそうなっていくと思う。永く住んでいる私で

さえ未来を想像出来ない街になっていくと思う。近所づきあいなども、一般的なおとなり同士のつき

あいより店主や美容室、クリニックの方との交流が深い気がします。何かあっても近所の人に助けを

求めるより、マンションの管理人やコンシェルジュなどに助けを求めます。ご近所より、コンビニの

店の人、よく出入りするその地区担当の宅急便の方などの方が名前を知られています。 

皆様方のおかげで住易い街になっていると思います。１０人いれば１０の意見が出てきます。単純に

最大公約数で施策を決めるのではなく、弱者対応を中心に進められたら良いと思う。若人はあまりに

ルールを無視していると思う。・スマホを操作しながら歩いたり。・自転車の荒いのり方。・タバコ

を道路で吸っていたり、歩きタバコをしている。若人がちゃんとルールを理解しているのか不安→常

識がなさすぎる。 
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長期的な「街づくり計画」。歴史的にも残すべき地域空間、開発すべき地域を明確にして、必要以上

の高層ビル、集合住宅を厳しく制限する。広場の確保（防災の観点から）、消防等の観点から「堅牢

な建物」造り（ハード・ソフト両面から）に真剣に取組んで欲しい（区民全員で目標を達成したい！）。

日々の尽力に感謝「ありがとうございます」。Ｐ．Ｓ．可能であれば、今こそ「赤坂御所」の一部で

も国民（区民）への開放も（一定期間でも）提案することも大切と考えます。 

イチョウ並木の所に店ができると聞きました。イチョウの木は切ってしまうのか…。静かな場所がど

んどんへっているように思う。 

弱者に優しい町づくりを推進。 

治安に関して、広尾や麻布にくらべ赤坂はガラが悪い気がします。マンションもふえ子育て世代もふ

えてきたので、不安があります。健全なまちにしたいです。 

赤坂地区が高齢者にとって安心して暮らせる街づくりを期待します。具体的には、民間の介護支援サ

ービス、生活支援サービス、家事サービスの活動を推進できる支援を考えて頂きたい。港区でのビジ

ネス活動のランニングコストが高いことがその理由です。 

 

情報発信について 
・この意識調査を行うまで、地域の取り組みについて知らなかったので、もっと告知に力を入れても

良いのではと思いました。・コミュニケーションの１つとして色々なサークルがあるとおもしろいと

思います！南青山に住んでもうすぐで１年になります。今後積極的に参加出来たらと思います。 

地域の情報誌は拝見してます。参考にしてます。お店の紹介や歴史の紹介、観光地の紹介をして欲し

い。 

もっとＳＮＳを活用して、紙の印刷物を減らしてほしい。 

子ども関連のイベントについて、地域の公立小中高に通っていないと情報を得られないものが多いで

す。住民としては参加できるものはしたいので、公的な情報源として発信して下さい。 

どのような活動をしているのかわからず生活しています。子どもだけでなく、平日日中など大人が参

加できる講座やスポーツなどがあるとよいのでは…。 

赤坂と青山は居住者の性格がかなり違うと感じています。また、都市景観もかなり異なっていると考

えられます。 

ほとんどの人は印刷物をもう読みません。より多くのデジタルコンテンツを使用します。ビデオ/ビジ

ュアルによるコミュニケーション方法は、より費用がかからず、より効果的です。NPO や地域コミュ

ニティグループと提携することをお勧めします。 

発信力がやや弱い印象を受けます。魅力的な企画、勉強会などの情報があれば参加したいと思います。 

様々な取組みを実施されているが、今一つ認知度が低いと思います。区の施設等に行くと多くの情報

はありますが、行かない方々への情報発信をどうするかだと考えます。費用が掛かるかも知れません

が、「情報誌」を毎月自宅ポストに入っていれば、コンテンツに魅力があれば必ず読み、活動の一歩

になる契機になると思います。 

 

子ども、子育て世帯向け施策について 
赤坂地区で子育て世代が増えていることを実感しています。未就学児対象の支援と講座は充実してい

るように見受けられます。しかし小学生以上の支援は少ないと思います。各家庭の習い事活動に委ね

られることになりますが、体を動かす場所・サークルなどがもっと増えて欲しいと思います。 

元赤坂・赤坂見附に子供向けの習い事をさせる場所がない。区内の子供向けのイベントがほとんど遠

い。 
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もう少し子供が育ちやすい、子供を育てやすい環境になればありがたいです。ドラッグストアに子供

用品を増やして欲しいですし、ベビーカーが通りやすくバリアフリーや道幅を広くして頂けたら幸い

です。 

４才の子供がおります。もう少し広く遊べる場所がほしい。麻布の中高生プラザによく行きますが、

赤坂食事もできて、お茶も飲めて、子供も遊べる所が少ないので、あるとうれしいです。 

青山通り沿いにあった、こどもの城に代わる子供達の成長に必要なアクティビティをできる施設を創

って頂きたい。魅力的な場がないと集まらないので、必然的に自由な、自発的な、子ども達同士の交

流が減り、交流目的で外注、学校（幼稚園など）に預けたり、幼児教室に入れる家庭が多い。異常な

現象が起きている。親と子が一律となって楽しめる場が必要と思います。特に、近所の交流の乏しい

港区だからこそ、そういった場がないのは、とても子供の発達（心身共に）には良くない。早急にす

すめて頂きたく、お願い申し上げます。長期不在にて、返送遅くなり申し訳ございません。 

 

地域コミュニティについて 
表参道に児童福祉施設ができるのですが、せっかく地域にできるので協力したりコミュニティを作れ

るものがあればもう少し広報してほしい。協力の仕方がわからない。 

各支所でのおまつりやイベントを多くしてほしい。 

空いている場所をうまく利用して、マルシェのようなものがもっと開催されてほしい。地域の人がか

かわる場にもなり得ると思う。 

住民同志も子供達も学校が私学だったりすると、なかなか顔を合わす事すらない状況です。大きな災

害があったら…と思いつつ、お隣りとも話す事も無いです。行政だけでなく、企業もいっしょに様々

な企画を行うのも楽しいと思います。スポーツ施設などは新規で作らなくても区民（ご近所）ビジタ

ー割引とかあったら楽しんでいけると思います。 

ある街に週１回だけオープンするコーヒー屋があります。自治体が有志で始めた店のようで、特別お

しゃれな店でもありませんが、だれでも自由にふらりと飲める１杯\１００のコーヒーやです。最初は

２～３人でしたが、だんだん人が集まるようになり、開け放しのドアからコーヒーの香りと人の声が

あふれだして、今ではすっかりステキな雰囲気になりました。そんな場を作ってもいいと思います。 

土曜、日曜など休日に赤坂小学校など利用して、地域の人々が交流できる場をもっと作った方が良い

と思います。いわゆる「集会場」がないのが、人々の交流をなくしていると思います。 

 

高齢者施策について  
高齢者と銘打たれたプロジェクトは参加しづらいです。支所内等にラウンジとフリースペースの中間

的な入りやすい場所等作れませんか？ 

高齢者が単に集うだけでなく、過去の経験を生かして何か形のある物（施設等）を創らせ続ける事。 

赤坂高齢者支援センター（？）から何年か１回たずねてくるが、玄関先でちょっと言葉を交わす位で

ある。もう少し年配の方が親しみをもってたずねてきて、いろいろ話ができるような人がきてほしい。

例えば配食サービスの有無とか、高齢者支援の話とか、これからの心配事について話したり、情報を

聞きたい。 

どんどん高齢化が進んでいるので、早急に対応して欲しい。一人暮らしの高齢者が多く、歩行も困難

です。サポートが必要な方々への対応を期待してます。 

寝たきりや一人暮らし高齢者へのサービス、見守り、交流活動の支援が必要。夜間の地域防犯に努め

て欲しい。様々なボランティア活動のできる場を増やすべき。健康支援にかかわる活動を増やしてほ

しい。災害時の対策強化。スーパーマーケットが少なく不便。なんとかして。 
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交通、道路について  
車道の端に単にペンキで塗られた自転車道では安全性に欠ける。車を運転する側からもマナーの悪い

自転車は危なっかしい。自転車交通ルールを徹底するなどの対策も行ってほしい。 

バスの数があればよい。 

特に駅付近の放置自転車を減少させるために、駐輪場の設置等を含めて課題になると思います。 

 

アンケートについて 
大変なお仕事だと思いますが、期待しています。高齢社会と少子化は避けられませんが、だからこそ

の知恵の結集が必要であると考えます。港区、赤坂地区総合支所がモデルケースとなって、日本の地

域活性化、地方創成の推進役となることを期待します。あとアンケートは手書きからウェブ化をお願

いします。 

 

その他  
妻は現在８３才です。身体傷害者３級です。現住所から赤坂支所まで徒歩４分位ですが、６階のヨガ

教室を毎日訪問し、体をきたえています。この様な施設、指導者の先生等、維持管理が大変と思いま

すが、お陰様で始めて１ヶ月くらいですが体調は非常に良好です。感謝しております。 

大分以前のことになりますが、総合支所制度になって、区と住民の距離がかなり近くなったと思って

おります。今後も、住民の目線に立って、企業とも共存した（会社も多くあるので）、地域行政を期

待してます。一つ単純な疑問ですが、赤坂地区には青山も入っていると思います。名称も、「赤坂・

青山地区」が適切と思いますが、現状では、「青山」の名前も広く知られています。 
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５ 赤坂地区総合支所の取組の現状（会議配布資料） 

（１）かがやくまち 
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（２）にぎわうまち 
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（３）はぐくむまち 
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６ メンバーからの感想（提出のあった方のみ掲載） 

今井 鉄 

提案の中には、大きな提案と具体的な小さな提案が入り混じる中、赤坂・青山の課題
を重点化してまとめてほしかった。重点としては、 

1.マンション人口が約８割（港区も同様）ここから具体的にいろいろな課題が
出てきている。 

2.住人の約６倍の人が毎日、赤坂・青山で勤務している。放置自転車や帰宅困
難者など、いろいろ課題がでている。もともと当地区（港区も）は外からの
人の移入で江戸以降栄えてきた歴史がある。 

3.子どもが増えている。（将来の生産人口）保育、教育の質。 

4.高齢化（赤坂地区でも空き家が増えている。町会は将来存続できるか、など）。 
5.工場のない港区として情報化（ＡＩ、ＩＴ）のさらなる企業誘致。 
6.港区は防災の盲点となる可能性がある。 

植田 朋子 

近年の情報技術の進歩は目覚ましく、社会や経済システムは大きく変化しました。 
いつの間にか私達は、仕事や日常生活で必ずしも外出しなくても、家の中で仕事をし

たり、日常の衣食住にかかわる物や情報を手に入れることが可能になりました。 
住民としての私達は、時に地域社会と緩やかにつながり生きている安心感を持つこと

が、これまで以上に必要となると思います。 
今回、住民の方々がご自分のペースで安全に地域とつながり、地域に愛着の輪を広げ

ていただけることを願い、分科会に参加しました。最初は戸惑いもありましたが、いろ
いろな方々と議論する中で、非常に勉強になり楽しい時間を過ごしました。 

大畑 敦嗣 

港区は、歴史が長く、文化・芸術・経済のそれぞれで高いポテンシャルのある街だと
思います。 
今回、地域貢献活動に携わらせていただき色々日常的な課題を勉強できました。解決 

策の検討にあたっては様々な年代の方とディスカッションできたことも私の財産となり 
ました。 
ポテンシャルがあるが故に、まだまだ解決すべき課題があると思います。 

赤坂地区のよりよい将来に向けて、今後も微力ながら継続して貢献していきたいと思
います。 

川口 直哉 

普段生活する中で地域活動に触れる機会はほとんど無く、参加させて頂いたことでそ
もそも何が行われているかを知る良い機会となりました。 
分科会での議論では各参加者から生活スタイルや年齢によって違った視点から意見が 

出ており興味深く、今後自分の街を見る目も変わると思います。また、地域の方と接す
る機会自体も普段無いため、お話させて頂くこと自体が貴重でありがたい経験でした。 
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桑原 水枝 

初めて参加させていただきました。 
自分たちの住んでいる町に、メンバーの方々の熱心な思いがあることに感心いたしま

した。各分野の提言に沿って、町会・自治会が中心となり住民が出来ること、区や地域
団体、企業と多様な情報を整理し、実現に向け実施していく過程を学びました。楽しい
時間でした。 
「はぐくむまち分野」について。地域の人たちとのつながり方、転入住民の方々（特

に高齢者）のアプローチに取り合いすることの重要性について、コーディネーターやリ
ーダーの人材を活用し、施策を推進していくこと。どんな人にどういう目的をもって関
わっていけるか、視野を広く挑戦していける人が必要だと思います。また、高齢者自身 
も健康で住み続けるためにも地域のボランティアとして活動に参加することは大切なこ 

とだと思っております。 
全ての提言に期待いたしています。よろしくお願い致します。 
良い経験をありがとうございました。 

関口 京子 

今回、赤坂地区版計画推進分科会に選出されたことに感謝です。私は港区在住 50 年
を過ぎ、区制に対する関心やお役に立つことがあればと高齢者分野へのボランティアに
参加して７年目になり、月日の経過と共に様々な知識を得ることができ、予算の配分に
より全ての事が解決するのでは？と経験上感ずる称になりました。 
初めての会議は、異なった分野の方々の意見にとても勉強になりましたが、会議の内

容が漠然としており、まとめに困難が生じるのでは？やはり赤坂地区総合支所として積

極的に具体的な情報、前向きな対応の不足、冊子ばかりを発行しても現実性がないと痛
感しました。今後、予算に対する区民の声、会議の結果がどの程度反映されるのか？と
ても疑問に思った初めての参加としての意見です。 
現在の世の中の流れは早いので、委員も任期を定め、区民の幅広い層、人材を求める

のがよいと思います。赤坂・青山地区の発展と、輝かしい街の改革を願う一区民です。 

橘  雅子 

以前から住んでいる地区の歩道の状態が気になっており、安心・安全なまちづくりと
いう観点から区に提言できる良い機会だと思い参加しました。実際には当初考えていた
地区版計画の策定に一から関わるというよりは、ある程度決まったテーマに則して住民
の意見を集約していくという印象を受けましたが、皆様の真剣な議論を通じて改めて知

ったことも多く、参加して良かったです。今回６年間の基本計画策定の第一弾となった
わけですが、最終的な計画書策定に向けて途中の経過報告やフィードバックを積極的に
していくことで、こうした活動に関心を持つ人も増えてくると思います。今後の情報発
信にも期待しています。 
最後になりましたが、世代も様々な参加者の住民の方々をはじめ、座長、事務局の皆

様には感謝申し上げます。 
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千葉山 泉 

住民の要望を地区版計画の会議上で取り上げていただいて、提言書となって思い通り
に街が変わっていく事が面白いと思いました。その変化のスピードは、今は遅いですが、
今後飛躍的に効率化されるかもしれません。その礎として今の活動を作り上げる必要が
あると思っています。小さな一歩は、無駄にはならないはずです。 

鳥居 静子 

「は～～～るばる来たぜ～～～は～～こだて～～～～～」ではないけれど、平成 21
年の第 1 回目から“まちづくりを考える”赤坂地区版計画推進分科会にず～～～～～っと
参加させていただいて参りましたので、終わりに当たって感想を述べようと考えた時、

いろいろ勉強させて戴きましたこの長かった年月に、思わず前述の歌詞のような感慨が
胸に迫りました。 
時代は平成から令和に代わり、赤坂支所長は今は亡き２代目の杉本支所長から現在は

5 代目の森支所長に、座長は北村座長から堀座長になりました。 
放置自転車問題で現地視察、立て看板問題で現地視察、公園問題ではバスで髙橋是清

公公園を始め他区の公園巡りもしました。道路問題では支所近くの公道で目隠しをして
白杖の経験もしました。（余談ですが、恥ずかしながらその後、私は足首の剥離骨折で
車椅子経験もしまして、道路の僅かな段差や傾斜も、想像以上に辛いものと身に沁みま
した。） 
過去の委員の方の電信柱を地下に埋めたいご希望、お年寄り問題、子育て世代問題、

住民同士の交流問題、町内会からの青山通りの街路樹の変更希望の話もありました。 
港区からの割り振りの予算の中、赤坂支所としてどうすれば最善なのか歴代の委員達

の悩みは多く、遅々としか変化が無かったゾと言われるかもしれませんが、それでも確
実に良くなってきたと思っています。 
最後になりますが、初めて地区版分科会に携わった時の支所長である今は亡き杉本支

所長に、“ちぃばす“の青山ルートを通していただきましたことを、青山地区住民として
心から感謝申し上げます。 

中西 寿一 

区政に関心を持ち始めたのは、町内の都営住宅をＰＦＩ手法で再開発高層マンション
建設計画が持ち上がり色々関係部門に聞きに行くことが多くなった時期です。結果とし
て、区としては法令に乗っ取っていれば何もできなく高層マンションは建築されました。
その後も区の事、赤坂・青山の事で関心を持てば役所の部門に行き、聞き取り、やじ馬

精神を持続しています。 
区全体のみなとタウンフォーラム、赤坂支所の地区版分科会、参加する人はそれなり

の意見を持ち、活発に発言します。色々な意見が出て、役所で提言をまとめています。
今後、提言が行政の政策にどの様に反映されるかは予算と人員との兼ね合いで、役所の
方々の苦労が目に浮かびます。参加者の様々な意見を提言として取りまとめた堀座長は
じめ参加メンバーの方々、ありがとうございました。 
追伸 私は、参加する人たちとの横のつながりが出来たことは最大の喜びです。 
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吉田 祥子 

赤坂に住んで 40 年になりました。子どもは男の子３人で、20 年間はＰＴＡ活動や社
会教育活動等子ども達に関わることが多かったのですが、バブルで街の様子が一変し、
戸建ての家の商店や居住の方々は、ビルになったり、地上げで郊外へ転居されたりで、
赤坂の町は変わりました。息子たちも 20 歳を過ぎ、私自身赤坂でどう生きていくかを
考えざるを得ませんでした。 
地域情報誌の編集に参加し、いろいろな人々と出会う楽しさと、ずっと赤坂に住んで

いる人との目に見えない壁を感じて、赤坂地区版計画推進分科会に第１回から参加して
きました。様々な年代や職業の方々と赤坂・青山の現状を話し合ううちに、地政学的な
問題とか、人々の激しい出入りとか、時代の変化と共に変わらざるを得ない場所で、自
ら求めて行動しないと住んでいる良さも分からなかったと思います。 

分科会を通じて親友もでき、俯瞰的に物事を見ることもできるようになり、やっと赤
坂の住民になってきたと思います。 

リーダー アレキサンダー 

息子が小学校に通うようになり周辺のコミュニティとの関係を深まりたくなりました。 
彼が大人になった時に魅力な赤坂、ここで育ってよかった、と思うように自分なりにで
きることをしようと分科会に参加しました。 
参加していなければつながらなかった住民や赤坂支所の方々と仲良くなり、地域とと

もに区・町会・住民の共存についても詳しくなりました。自分の影響力は僅かなもので
すが、そうであってもすべてが発言から始まる、発言の大切さが良く分かりました。参
加した結果、他の分科会からお誘いが来たり、道端で分科会がきっかけで知り合った新

しい友達とばったり会う回数も増えたりして嬉しく思っています。協議した内容が最終
的にどう反映されるかはわかりませんが、暖かく見守って参ります。 
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港区基本計画・赤坂地区版計画書策定に向けた提言書 

令和２年３月 

赤坂・青山地区タウンミーティング 

赤坂地区版計画推進分科会 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 
 




